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第１０回議会運営委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和元年６月27日（木）午後０時45分 

２ 閉会日時 令和元年６月27日（木）午後１時９分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ４番 佐々木雄司君   ５番 光成 良充君  ６番 保田  守君 

      １２番 北川 勝義君  １３番 福木 京子君 １５番 岡崎 達義君 

      １６番 下山 哲司君   

１８番 金谷 文則議長 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  前田 正之君 

      副  市  長  川島 明昌君      教  育  長  内田 惠子君 

      総合政策部長  安田 良一君      総 務 部 長  塩見  誠君 

      教 育 次 長  藤井 和彦君      総 務 課 長  小坂 憲広君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）令和元年７月行事予定について 

       ２）令和元年９月議会定例会の会期日程（案）について 

       ３）決算審査特別委員会について 

       ４）議会報告会について 

       ５）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午後０時45分 開会 

○委員長（下山哲司君） それでは、皆さん御苦労さまでございました。 

 ただいまから第10回議会運営委員会を開会いたします。 

 初めに、議長より御挨拶をお願いいたします。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

 ６月議会、大変皆様御苦労さまでございました。いよいよ梅雨に入りました。災害がないこ

とを願っております。 

 まず、前回の議運、それから全協で皆様のほうにお伝えをしたんですが、議員の研修会につ

いて日程を先方の先生とお話をしまして、８月５日月曜日ですが、午後からという予定で話が

つきましたので、御報告をしておきます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入ります。 

 協議事項１番目、令和元年７月行事予定について。 

 議会事務局長。 

○議会事務局長（元宗昭二君） それでは、１枚はぐっていただきまして、令和元年７月議会

行事予定（案）のほうをごらんいただきたいと思います。 

 まず、７月２日火曜日ですけれども、こちらが美作・岡山道路整備促進期成会総会とその日

に期成会合同総会ということで、メルパルクＯＫＡＹＡＭＡのほうでございます。議長が出席

の予定にいたしております。 

 ７月４日木曜日、こちらのほうは議会報告会班長会議ということで、座長並びに正副の班長

の出席をお願いしたいと思います。 

 次の日、５日でございますが、岡山県中部高原地域整備促進期成会総会ということで、議長

の出席をお願いしたいと思います。 

 それから、12日金曜日、こちらのほうは議会広報編集特別委員会を予定いたしております。 

 それから、16日が産業建設常任委員会の視察並びに委員会を予定いたしております。 

 17日水曜日、総務文教常任委員会、それから18日木曜日、厚生常任委員会の視察並びに委員

会を予定いたしております。 

 それから、22日月曜日、議会広報編集特別委員会、それから７月24日水曜日になりますが、

秋田県潟上市議会の行政視察ということでお見えになる予定になっております。産業建設常任

委員会のほうの担当でございます。 

 ７月25日木曜日は各一部事務組合議会ということで、和気町役場、それから美咲町役場のほ

うで予定が入っております。 

 26日金曜日、合同期成会の要望ということで広島市のほうへ議長の出席をお願いしたいと思
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います。 

 その日でございますけれども、タブレット導入検討専門部会等の視察ということで府中市に

お伺いするという予定にいたしております。 

 ７月29日月曜日ですけれども、議会改革検討委員会ということで予定を入れております。 

 それから、７月30日火曜日、議会運営委員会、それから７月31日水曜日につきましては島根

県安来市議会行政視察ということで、こちらは厚生常任委員会の担当ということになります。 

 それから、８月２日、合同期成会要望ということで、東京のほうへ議長の出席をお願いした

いと思います。 

 それから、先ほど議長からお話がありました８月５日月曜日、赤磐市議会議員研修会という

ことで予定をいたしております。 

 以上でございます。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（安田良一君） それでは、令和元年７月の市の行事予定について御説明させ

ていただきます。 

 ７月１日、岡山県市長会議がサン・ピーチＯＫＡＹＡＭＡで開催されます。市長が出席しま

す。 

 ２日、赤磐市地域医療ミーティング推進協議会が中央図書館で開催されます。市長、前田副

市長が出席します。 

 ４日、赤磐市少年婦人防火委員会総会が消防本部会議室で開催されます。市長が出席しま

す。 

 ５日、岡山県公立学校施設整備期成会評議員会がサン・ピーチＯＫＡＹＡＭＡで開催されま

す。市長が出席します。 

 ７日日曜日、Ｂ＆Ｇスポーツ大会岡山県大会が瀬戸内市で行われます。市長が出席します。 

 同日、サマーカップリングパーティーがドイツの森で開催されます。市長が出席します。 

 10日、赤磐市戦没者追悼式が山陽ふれあい公園で開催されます。市長、前田副市長が出席し

ます。 

 同日、10日水曜日、全国市長会が東京で開催されます。川島副市長が出席します。 

 11日、期成会合同要望が岡山市、広島市で開催されます。川島副市長が出席します。 

 12日金曜日、田原用水組合役員会が２階中会議室で開催されます。市長が出席します。 

 14日、吉井地区ソフトボール大会が吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催されます。市長が出席し

ます。 

 同日、赤磐市体育協会近隣少年柔道大会が熊山武道館で開催されます。市長が出席します。 

 17日水曜日、岡山県市町村教育委員会連絡協議会総会がくらしき健康福祉プラザで開催され
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ます。教育長が出席します。 

 24日、岡山県副市長会議が井原市で開催されます。川島副市長が出席します。 

 同日、岡山県備前保健所運営協議会がおかやま西川原プラザで開催されます。前田副市長が

出席します。 

 28日、あかいわ映画祭りが桜が丘いきいき交流センターで開催されます。市長が出席しま

す。 

 同日、地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップが岡山コンベンションセン

ターで開催されます。前田副市長が出席します。 

 同日、ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応プラットフォーム調整会議が国際交流センターで開催さ

れます。市長、川島副市長が出席します。 

 29日、赤磐市まちづくり審議会、あかいわ創生有識者会議が２階大会議室で開催されます。

三役が出席します。 

 30日、田原用水組合議会が熊山支所で開催されます。市長出席します。 

 31日水曜日、岡山県国民健康保険団体連合会総会が岡山県国保会館で開催されます。市長が

出席します。 

 以上でございます。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 ただいま説明がございました。 

 委員さんから何か質問はございませんか。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） なければ、続いて協議事項２番目、令和元年９月議会定例会会期日

程（案）について。 

 議会事務局長、説明お願いします。 

○議会事務局長（元宗昭二君） それでは、資料の議会スケジュール表（案）のほうをごらん

いただきたいと思います。 

 ８月から９月のスケジュールの案について御説明いたします。 

 ９月定例会を８月29日木曜日に開会する日程といたしております。そのため、１週間前の８

月22日木曜日、13時30分から議会運営委員会、引き続き14時30分から議会全員協議会を開催い

たします。この関係で、一般質問通告の受け付けは８月13日火曜日８時30分から始まり、８月

19日月曜日17時が締め切りでございます。 

 ９月定例会は８月29日木曜日と30日金曜日が本会議で、議案の上程でございます。 

 ９月２日月曜日、３日火曜日及び４日水曜日は一般質問とし、５日木曜日を予備日といたし

ます。 
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 ６日金曜日は本会議で質疑、委員会付託となります。 

 ９日月曜日は予備日です。 

 10日火曜日、11日水曜日は決算審査特別委員会となります。 

 12日木曜日を予備日といたします。 

 各常任委員会は、13日金曜日に産業建設常任委員会、17日火曜日に総務文教常任委員会、

18日水曜日に厚生常任委員会とし、19日木曜日を予備日といたします。 

 最終日を９月27日金曜日とする案といたしております。 

 なお、８月19日月曜日は、午後から岡山県市議会議員研修会を美作市で開催する予定です。 

 先ほど行事予定でも御説明いたしましたけれども、８月５日月曜日は赤磐市議会議員研修会

を開催する予定でございます。どちらも詳細な御案内につきましては、後日させていただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 ただいま説明が終わりました。 

 委員の皆様、何か質疑がございませんか。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） なければ、続いて協議事項３番目、決算審査特別委員会について、

議長から説明をお願いいたします。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） それでは、説明をさせていただきたいと思います。 

 決算審査特別委員会についてですが、どうも決算審査の特別委員会をこの岡山県内でどのよ

うな形でそれぞれの市でやっておるのかというようなちょっと調査をいたしました。そこのお

手元にお配りしたような結果でございます。 

 それで、決算審査特別委員会なんですが、現在予算決算の審査について検討しているところ

なんですが、９月には早速決算の委員会がありますので、特別委員会についてを協議していた

だきたいと思います。 

 まず、構成についてなんですが、議会全員でというようなことでお話をしております。各市

のことを調べてみたんですが、大体議長とそれから監査委員を除いたほかの全員というのがお

おむねやられている内容だと思います。 

 それからまた、今まで議長のほうは決算の委員会の中には入っておりませんでしたので、今

回どういう構成でやるかという中では、議長としては議長と監査委員が除かれたほかの全員で

おやりいただくというのが一番妥当かなというふうに、調べた結果をもとに考えております。
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皆さんのほうで御協議をお願いしたいと思います。 

 それからあと、９月の議会までに今度はそこのお手元にお配りした、一番下に協議が必要な

事項ということで３つほど上げております。議案の細部説明をどのようにするかとか、本議会

で質疑をどういうふうにするかと。全員が参加した中で委員会が行われますので、本議会にお

いてそこで細部説明があったり、それから質疑があったりということはないのかなというふう

に想像されますので、これは議長のほうへ決算の審査報告をするというのが大前提でございま

すので、その辺のところを考えた中でまた皆さんのほうで御協議をいただけたらと思っており

ますので、お話をしておきます。 

 以上でございます。 

○委員長（下山哲司君） ただいま説明がありました。 

 ただいまの説明について、委員さんから何か質疑はございませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） そもそもちょっと記憶がもう薄らいでしまったんですが、議長はこ

の委員会の中に、好ましいとか好ましくないとかではなくて、入ることはできないんですか、

そもそも。 

○議会事務局長（元宗昭二君） はい。 

○委員長（下山哲司君） 事務局長。 

○議会事務局長（元宗昭二君） そもそもは入れます。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） それは委員会でもお出になっていただいて、発言していただいたり

しているわけですから、これも出ていただいていいんじゃないんですか。出ない理由というの

が議長だからというのであれば、それ何でですかと。ほかのところで出ていらっしゃることも

あります。もう議長は出ないんだというのであれば、もう委員会も出てもらわなくてもいい

し、と思うんです。 

○議長（金谷文則君） ちょっとよろしいですか。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） 議長がそれぞれ委員会に出るか出ないかとか、今回の委員会にどうか

ということなんですが、基本的には議長は中立であるということが一番であります。ですか

ら、本来なら産建の委員会も委員として出るというのは、それしていないところもあります。

しかし、うちの場合は慣例という形でたしかなってきてると思います。ですから、あとこの決

算の委員会なんかについては、採決等の問題で全体に最終的な大きな影響を与えるということ

を考えたときには、議長とかそれから監査委員というのは控えたほうがよかろうというのが議
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長としての私の考えでもございます。 

 以上でございます。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員。 

○委員（北川勝義君） 言うまあと思うたんじゃけど、ええがな、そんな難しゅう、きょうの

決算に監査せえや何、難しゅうややこしゅう、ややこしゅうするんじゃったらこれから毎日重

箱の隅をほじくり行くぞ。きょうも言ようて、ある人がこう言うてこう言うた。する行動が違

うたから僕は反対しただけで。僕はもう行動と違うたらおえん、言うたことはころころ変えた

らたまったもんじゃねんじゃ。 

 今言うのは、これもう議会運営委員会で決めて、議長が気持ちやっていただきてえというて

言よんじゃけん、ほかのとこの委員会で今までこれがころころ変わりょうったらおえんのじ

ゃ、もう十何年間、議長は所属のところは別として、委員会には出てこられようるが、オブザ

ーバーでも発言するとかせんとかは別で。 

 それで、副議長は副議長で議運に出てくるというて、こう決まってきとんじゃ。それをもう

ころころころころ変えるんじゃのうて、一応やってみて、とりあえず決算を９月でやってみ

て、言うちゃ悪いけど、議長も副議長も相談しとると思うんじゃ、はっきり言うて。やってき

て、それから今度は都合が悪かったら、ちょっとそれを考えてみりゃええが。一遍ちょっとや

られえ、やる前から。 

 せえで、今度は、今佐々木委員が、反対するんじゃねえ。佐々木委員が言われたんが、悪い

んですけどここに今言うた言葉一つというたら、考え方が、議長が出て、ほか出んのじゃった

らもう全部出んでもええがという、そういうんじゃのうて、今やっとることはそれでいい。 

 僕はもうはっきり言うて、きょうやこ本当、佐々木さんのことでも反対しょうと思うた。

今、結果賛成せえ言う者もおったり、反対じゃ、いろいろ聞きょうったらおかしいこれ、納得

いかんからいうて、大体これ関係ねえよ。産建委員長なったときでももうおえんのじゃと思う

とるわけじゃ、もうそういうことをしちゃあと思うて、僕はそう思うとんじゃ。考え方がいろ

いろある。 

 僕はじゃけど、もう言ようること支離滅裂じゃから、僕も支離滅裂なことをせにゃあいけん

じゃねんかと。やってみて、とりあえず。もう任せとんじゃけえ、一遍やって、佐々木さん言

われるのもわからんでも、やっておえなんだら変えりゃあええが。一年に一遍のことかもしれ

んけど、そうせにゃ。 

 それからちょっと、決算については議長が言うたことちょっと違うんじゃねえかな。決算で

議長が何か賛否に加わっとったらいけんように言うたんじゃけど、決算のことはこれは関係ね

えと思うんじゃ。予算上のことじゃったら、予算じゃな、今一般的な、予算のほうが物すごく

重要にかかわると思うんじゃ。決算を軽視しょんじゃねんで。じゃから、別に出にゃおえんと

いうたら出てもええし、出にゃおえんて。そりゃ判断が、議長、副議長でくでえけどされて、
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判断したんじゃったら、一遍それでやってみりゃえんじゃねん。と思うんですけど、僕はどっ

ちでもええです。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 素朴な疑問として、議長お出になることができるのであれば出てい

ただいても別に支障ないのかなと思っただけで、いやもう出ないことにしますと言われれば、

ああそうですかという話になるんです。 

 ただ、今までの慣例、北川委員おっしゃいましたけども、今回新しいことですから、出発す

るに当たってどういうふうに、まずやってみようということになったら、今やっとんじゃから

また当分これでやろうという話になるし、当分やりゃあ今までやったんじゃからもうこれでい

こうという話になるし、入り口がやっぱり大切なんじゃないんかなというふうに思うんです

よ。 

 議長もやっぱり影響を及ぼす、影響及ぼさないって、産建のほうでは発言されて採決にかか

わって、委員長報告あるいは議会のほうで報告、みずからが発言される、委員長報告は可決で

すっていうところにかかわってらっしゃるわけですから、だからそういう意味においては決

算、予算というようなところにもかかわっていただいて、御自身のお考えというものを表明さ

れても別に問題にならないんじゃないか。最終的には議会で皆さんがお決めになられるわけで

しょう。 

○委員（北川勝義君） 済いません。ちょっとだけ。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員。 

○委員（北川勝義君） これはここで議会運営のことじゃけ、そりゃ言ったら運営というたら

皆なるんじゃけど、議長、副議長が大体話ししとると思うんよ。話をして、これでえかろうと

いうてやっとんじゃけん、僕は任しゃええんじゃねえかと……。 

○委員長（下山哲司君） ちょっと……。 

○委員（北川勝義君） 監査委員は絶対に入っちゃおえんけんな。監査委員の人……。 

○委員長（下山哲司君） ちょっと赤磐市議会発足以来の流れをちょっと説明させてもらいま

す。 

○委員（佐々木雄司君） もうええです、ええですから。 

○委員長（下山哲司君） ええですか。 

 そしたら、議会運営としては今までの流れでそのままいくというのでしたら、今議長が申さ

れたように指定席はございません。しかし、今までは議長は入室されてやられとるのはたびた

び見られます。じゃから、それは自由なんで……。 

○委員（北川勝義君） 下山さん。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員。 
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○委員（北川勝義君） そこはえんじゃけど、さっき議長が監査委員と議長と言うたけえ、議

長はせえでえんじゃ、議長のことはえんじゃ、議長、副議長、そりゃえんじゃ。監査委員はも

う別格で、もうこの決算で絶対監査委員は、今議長が同じような言い方したけえ、ちょっとそ

れが……。 

○委員長（下山哲司君） それは違います。 

○委員（北川勝義君） ちょっとかかっとんで、それ議長、訂正なりちょっとだけそうしとっ

たほうがおかしゅうねんかなと思うて。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） ちょっと惑うような発言だったかと思いますが、基本的にはそれぞれ

の立場があり、仕事のこともあります。当然監査委員については決算にかかわることでござい

ますので、これに参加することは一般的にも考えられないことだと思いますので、除外したほ

うがいい。 

 それからまた、議長につきましては、今までの流れの中でしておりませんので、今回も同じ

ような流れで中に入らないということで皆さんにお願いをしたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） もう１点なんですが、これはもう今の話とは全然違うんですけど、

そもそもこの決算、予算の委員会をやりましょうというところのお話というのは、廣瀬先生の

研修会などでヒントをいただいて決まったお話です。 

 そういった、廣瀬先生の研修というかお話の中でヒントをいただいたもの、何点かあったと

思うんですけど、１点は今のやり方というものがグレーで、ちょっと法律的な問題にかかわっ

てくるかもしれませんよというところが１点と。あともう１個、予算と決算の関係と議会が予

算というものについてよしあしを判断するときのＰＤＣＡサイクル、こういったようなものが

十分、これがばらばらだととれないんだというところの御指摘をいただいて、なるほどなとい

うところが出発点になってます。 

 これ、前、僕も発言をさせていただいたんです。全協のときに発言させていただいたんです

けども、行政評価という面、これ本来決算のほうでするべきことではないですよね。予算が説

明されているとおり決算で使われているかというところの評価であって、そこのところが今決

算の中で行政評価というようなところもついていると。ここら辺のところを予算決算のサイク

ルの中でどういったように考えていくんですかというのは、また考えようということで先延ば

しになってる。これどう考えて、もう今までどおり決算の中で行政評価して、好ましくないと

言われていることをやって、それを今度また予算に反映させようとしてるのか。ということで
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あれば、またグレーというものをつくるんじゃないか、これ。と僕思うんです。 

 だから、前回……。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員……。 

○委員（佐々木雄司君） 話が……。 

○委員長（下山哲司君） 執行部の業務と今の議員の業務がちょっとまざった話になり……。 

○委員（佐々木雄司君） いやいや、そんなことないですよ。 

 僕らが今までやってきた話の中で、この間、全協のとき、僕がどうするんですかと言うた

ら、とりあえずこれ進めようと。その話はまたにしようということで待ってる。そのとまって

る話をとめたままスタートするのか、答え出して前へ進めるんかということをここでちょっ

と、どう考えるんですかというところの考え方をちょっと聞きたいわけです。 

○委員長（下山哲司君） きょうの予定にはその協議を入れてないんで……。 

○委員（佐々木雄司君） はい、わかりました。ほんなら、それが答えでええです。それが答

えならちょっと……。 

○委員長（下山哲司君） はい。きょうのところはそういう答えで。 

 とりあえずきょうは今議長が申されたように決算特別委員会の内容について説明いただきま

したので、また次回、全協でやるんでしょ、議長。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） 全協のときにもきょうの結果を踏まえた形のもので説明させていただ

きます。 

○委員長（下山哲司君） ほんなら、そのようにさせていただきますので、この件はそれでよ

ろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） それでは、続いて協議事項４番目、議会報告会について。 

 議会報告会の実施時期について、６月10日に議会報告会班長会議を開催いたしまして協議を

行いました。 

 昨年度の参加人数や参加者の意見などを踏まえて協議した結果、11月上旬に実施したいと考

えております。議会報告会の開催時期については議運で決定することになっておりますので、

これでいいか御協議をお願いしたいと思いますので、委員さんから御意見がありましたらお願

いいたします。 

 なければ、そのまま予定どおりやらせていただきます。 

○委員（北川勝義君） 11月の上旬じゃな。 

○委員長（下山哲司君） はい。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 
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○委員長（下山哲司君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） いつも11月の上旬というたら秋の時期で忙しいからちょっとずらそ

うと言いながら、今までもうずらし切れてこんかって、ずっともうこの時期にやってきとんで

すから、また今回も秋の時期じゃから刈り入れやいろんな作業があって難しいから、もうちょ

っと時期、下旬にずらそうとかという話をしても、またこれでいくんでしょ。 

○委員長（下山哲司君） 日程をとるのがなかなか難しくて。 

○委員（佐々木雄司君） ということですよね。 

○委員長（下山哲司君） もう御理解をいただきたいというのが本音です。 

○委員（佐々木雄司君） 御理解をいただきたいということですね。 

○委員長（下山哲司君） はい。 

○委員（佐々木雄司君） はい、わかりました。 

○委員長（下山哲司君） よろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） それでは、そういうことでやらせていただきます。 

 続いて、協議事項４番目、その他について、委員または執行部から何かありましたら発言を

お願いいたします。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） その他についてないようですので、以上をもちまして第10回議会運

営委員会を閉会したいと思います。 

 ありがとうございました。 

              午後１時９分 閉会 

 

 


